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省エネ（3）
河合　宏紀 *

トピックス

１．はじめに
　工業塗装の工場を想定した省エネ活動については、
2018 年秋号、1019 年新年号に続けて今回が３回目と
なり、ここで一応のまとめとしたい。ただし、省エネ
の全てを書き尽くした訳ではなく、年月が経ち塗装技
術や素材等の改革・改善が進めば、それに伴う新技術
や運用管理の効率的活用法も変化が必要となり、生産
性向上、環境改善、安全性等も進歩するであろう。そ
のときは、再度読者の皆様とも更なる議論が進み、そ
の時期に相応しい省エネについての考え方を検討する
ことになるであろう。
　以上のことを前提にして、３回目の省エネ課題とし
ては、電力については使用の平準化と電力料金の関係。
燃料関係については、水切り乾燥炉、焼付け乾燥炉等
に関する熱の有効的活用に関して記す。

２．	電気料金の種類と仕組み脚注1）
　一般家庭用の電気料金についてはある程度分かり易
いが、工業用電気料金の内容を十分に知っている人は
限られた範囲となる。それは、工業塗装の経営者や従
業員の日常作業の中には「内容を確実に把握してない
故に、電力会社の言う通りにしている」かも知れない。
ただし、実際には工場のコストに大きく影響しており、
電力会社からの請求書を庶務担当者が受け取るだけ、
では済まされない。
　ましてや、電力会社と結ぶ契約内容については、経
営の基本体制と直接関連する。やはり、ある程度の電
力料金の種類と仕組みは、下記のごとき程度の知識は
必要と言えよう。

　2.1　項目名をつけてください。
　契約先の規模別（小→大）に、種類名とその規模（目
安）及び料金の仕組みを記す。
　電力契約種類名＋契約区分内容等≒主な契約先の規
模等（目安）の順に記す。
①従

じゅうりょうでんとう

量電灯（A（アンペア）毎に契約）≒一般家庭用
　料金＝基本料金単価＋契約 A に応じた電力量料金
②低圧電力（50 kW 未満、３相 200 V が標準）（1）≒

商店用、小規模工場用
　料金＝基本料金単価は一定（従量電灯と異なる）ゆ

えに、使用量により電力量料金は上下する（2）。電
気設備の稼働条件を具体的に想定し、それを合計
した場合、従量電灯との比較検討の余地がある。
実際には電力会社等と相談されたい。

③高圧（業務用、３相 200 V）電力（50 kW 以上～
500 kW 未満）≒小～中規模工場用

　料金＝基本料金＊ + 電力量料金＊ + 再生可能エネ
ルギー発電促進賦課金
＊基本料金＝料金単価×契約電力◎×（185 －力率）

/100〕
＊電力量料金＝「夏季」または「その他季」の料

金単価×使用電力量±燃料費調整額
◎契約電力＝最大需要電力（過去１年間で、30 分

間平均値が最大需要となった電力値＝デマンド
値を契約電力とする。以降、最大値が上がれば
契約電力も更にその数値が１年間伸びる（逆に、
１年以内に最大値を下げても、先の１年が過ぎ
なければ下がらない。＝ここは自動的に決まる
ので、特に注意が必要）。

④高圧（業務用、３相 200 V）電力（500 kW 以上～
2000 kW 未満）≒中～大規模工場用

　料金＝計算法は、500 kW未満の契約と同じ。ただし、
契約電力の数値は電力需要方と供給方との協議に
より決める。

⑤特別高圧（業務用）電力（2000 kW 以上）≒大規
模工場用、大型製品一貫製造工場用

　料金＝計算法は、500 kW未満の契約と同じ。ただし、
契約電力の数値は電力需要方と供給方との協議に
より決める。

　2.2　2.1項の主な言葉の意味
①力率＝電源から送り出された電力に対して、有効に

使われた電力の割合。
	 力率改善用（進相）コンデンサーにより改善する（3）。

力率が 85％を上回る場合は基本料金を 1％割引し、
1％下回る場合は 1％割り増しする（4）。

	 電気を使う側での例として、使用機器（モーター
等）での損出（現象として高熱化等）が多くなれば、
力率は低下する。

②再生可能エネルギー発電促進賦課金 
	 再生可能エネルギー（風力、地熱、水力等）発電

を普及・拡大させることを目的に、電力消費者が
負担する。

③燃料調整費＝燃料調整額
	 火力発電のための燃料（原油、液化天然ガス、石

炭等）の価格変動に応じて、電気料金に反映させ
るもの。

*　カワイ EMI
脚注 1）	各電力会社により詳細は異なるので、各々確認

を要す
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　2.3　工業塗装工場の省エネ（電力関係）活動の
進め方

①デマンド管理→デマンドコントローラーの導入と活
用を奨めたい。

　一定時間内（電力会社は 30 分単位で、需要先の電
力使用量を検知している）での最大需要電力値（＝
デマンド値）を下げるべく管理することをデマン
ド管理という（全体的電力量を下げる、という意
味ではない）。

　一定の努力をしないと実現できないデマンド値（適
切目標値）を実現するために、日常の電力使用設
備の状態を表示するのが監視装置であり、電力使
用量が上限管理目標値に近づくと警報が鳴る等の、
予め決めてある「目標値を維持すべく電気設備の
SW を OFF する優先順位」に基づいて作動する機
能を持たせることができる、デマンドコントロー
ラーは有効な省エネの道具である。

　電力使用の平準化に有効な（不可欠とも言える）道
具である。

②自社の省エネ活動（1）SW の ON-OFF タイミング、
設備機器類の整備等。

　時折聞く話として、「朝の立上がり時に一斉に電源
を ON する」事例がある。生産計画と設備の立ち
上げ時刻の調整を考慮しない状態とは、要は社内
の協力体制確立意欲の問題であろう。設備の SW
が ON 状態の時間帯は最小限に抑えること。

③自社の省エネ活動（2）電力使用の平準化。
　各設備・機器類のリストには必ず電気容量を記し、

デマンド管理用に優先順位を決め、関連作業者に
徹底されたい。また、大電気容量設備の同時運転
立上げをできる限り避け、配線、操作盤を含め故
障予知管理も大切。

④今後の省エネ計画を、社内と電力会社へ確実に説明
し、実行することが大切。特に企業内の電力管理
担当者は、会社と電力会社の間に立って、基本料
金の設定等で直接電力会社と交渉することになる。
自社の省エネ計画等を明確に説明して、確実な（少
しでも自社に有利な条件で）エネルギーコスト管
理を実行する必要がある。

　例えば、デマンド管理の関連は、可能な限りではあ
るが、電力会社にもアドバイスを受け、協力体制
を整えておくと、情報収集や将来計画等にも役立
つと思う。

３．燃料（加熱）の省エネ計画
　3.1　前処理工程の処理液加温に関する省エネ
　オゾン層保護のために溶剤（トリクロルエタン等）
による予備脱脂を省略し、アルカリ液による脱脂工程
のみで済ませる努力（防錆油や加工油の改良や選択の
見直し、使用量の削減、加工→塗装までの短時間化等）
は、ほとんどの前処理ラインで品質低下も来さずに成
し得た。
　更に、化成処理はジルコン系化成処理液の開発によ
り低温化が進む状況にある。
　しかし、今でも脱脂液による洗浄温度が高温（60

～ 70℃）で処理されている事例が多く、脱脂負担が
少ない被塗物形状、脱脂液の流動の工夫、低温脱脂剤
の開発、油レスの加工技術の進歩等が進めば、脱脂液
温度の負担が大幅に低減し、前処理ラインから加熱用
ボイラーを省略できる可能性も高くなる。
　現時点では、脱脂タンクの保温充実、ボイラーから
前処理までの確実な配管保温及び距離の短縮が省エネ
の重要点である。更に、浸漬式前処理の場合は、作業
終了後の保温蓋使用等で降温低減が望まれる。
　前処理は、脱脂、（必要に応じ表面調整）、化成の化
学反応で、余りに低温では確実な処理はできず、脱脂
以外でも 30 ～ 40℃（処理剤によりそれ以上も必要）
は必要であり、従って熱交換器又は電熱ヒーターを使
用する場合もある。処理剤と加熱面との接触面にはス
ケールが固着し易いので、加熱面の保守（スケール剥
離等）も大切な省エネ作業である。

　3.2　前処理の水切り炉と塗装の焼付け乾燥炉
①水切り乾燥炉の省エネ
　水切りが不十分で溜水となると、水洗水中の水溶成

分が凝縮し、水洗した効果が低下してしまう。そ
の結果、塗装後にブリスターの原因になる可能性
が高くなる。従って、処理物が水切り乾燥炉に入っ
たらできるだけ早く全面乾燥が望ましい。単に高
温での乾燥を心掛けても化成皮膜を損傷するだけ
である（150℃以下が望ましい）。

　水切り炉に入る前に、被塗物に水抜き孔を造る、溜
水にならないハンガー掛け、エアーブロー、衝撃
振動による除滴（ハンガーを叩く等）等が、品質
向上と省エネに役立つ。

②塗装焼付け乾燥炉の省エネ
　コンベアラインでの一般的な省エネ対策の一つは山

型炉であろう。構造は炉の出入り口の天井が、炉
内床面より低くして、熱気が炉外へ出ないように
する（図１参照）。

　水切り乾燥炉でも同じ。出入口の高さ調整が不十分
で、熱ロスしている実例が多い。

　大型被塗物や小面積での炉の設置条件では、金庫炉
が使用される場合が多い。

　炉内温度低下を最小限にすべく、被塗物の迅速な
出し入れが必要となる。被塗物を台車に乗せる等、
作業の外段取りが大切である（図２参照）。

　建屋の構造上で山型炉ができず平炉の場合は、出入
口はエアーカーテン又は扉が必要。

③乾燥炉の設置場所とレイアウト
　できる限り、水切り炉と焼付け乾燥炉は同一場所に

し、両炉堺の壁は鋼板１枚程度で高熱移動ができ
ると、水切り炉は立ち上がり時のみバーナー点火
で温度維持をしている実績もある。山型炉で同一
場所設置ができると大幅な省エネが期待できる。

　水系塗装で予備加熱が必要の場合は、更に上記の如
きレイアウトの工夫が大切。

④加熱乾燥手段と塗膜品質
　塗膜の加熱（キュアー）手段は、LPG や都市ガス

による焼付け乾燥（燃焼空気を直接被塗物曝す直
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火式＝省エネ型　と燃焼空気を熱交換器に通す間
接式＝対ゴミ不良に有利型の２種あり）。この他に、

（遠・中・近）赤外線照射加熱が使われている。そ
れぞれの長短所は幾つかの実績調査や文献（5）にて
検討されたいが、塗料によってはヤニ等が発生し
て塗膜に付着し、乾燥炉内を著しく汚す場合もあ
るので、塗膜性能の確認も含めて、慎重な実験や
実績現場の調査等が必要である。

　また、特に焼付け乾燥炉では炉内温度の均一化に注
意が必要である。上下の位置のみでなく、熱風循
環炉の熱風吹き出し口近辺、炉の出入口近辺の排
気口との関連及びヤニや埃の影響排除等は、塗装
設備ごとに丁寧な対応をしないと塗装不良が多く
なり、結果として反省エネとなる。被塗物の温度
測定も欠かせないデータである。

⑤加熱以外の塗膜キュアー
	 加熱以外の塗膜キュアー紫外線（UV キュアー）、

電子線による硬化等は量産実績が少ないので、省
略する。

⑥脱臭装置
　当然、廃熱利用は考えるべきであるが、現状は効率

の良いリサイクル事例が少ない。
　廃熱の焼付け炉への再投入、前処理液の加温、水系

塗装の予備加熱、職場の暖房等が事例としては見
聞するが、実績稼働率は少ない。今後更なる研究
が必要であろう。

　塗装工場の設立時点から、脱臭炉と再熱利用設備と

の配置、距離等を考慮しておかないと、効率的エ
ネルギー再利用及び塗膜品質への影響に支障を来
さない熱活用が意外に難しい、という壁に突き当
たっている感じがする。

　工場計画に当たっては、最初から「省エネを意識し
たレイアウトの工夫」が極めて重要である。

４．省エネは環境改善、塗装品質改善に通ず
る（主に「省エネ（3）」の内容について）

①塗装工場の省エネのために、常に心掛けておく必要
がある項目。

・	 電力契約の種類と内容をよく知ること。
・	 水切り乾燥は温度に頼り過ぎず、被塗物設計や

ハンガーの工夫が大切。
・	 焼付け乾燥炉は炉内温度の均一性、確実な保温、

埃やヤニ等の被塗物付着防止が大切。
・	 設備、機器類の同時運転の適否（デマンド管理）

を心掛けること。
・	 電力の熱変換（ヒーター）は低効率、蒸気配管

の祖保温や長距離輸送も効率低下する。
・	 インバータ、LED 化と台数制御運転等を奨めた

い。
②コスト低減と環境対策

・	不良率の低減が大きな省エネとなり、確実な環
境改善とコスト低減に通ずる。

	 日常から「塗装」技術の向上を図る心掛けが大
切と思う。

図１　山型炉

図２　金庫炉
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・	2019 年」３月４日の「NEDO 未利用熱エネルギー
シンポジウム」セミナーでは、下記の発表事例
が印象に残った。
a.	 さまざまな機関のエネルギー効率として、蒸

気機関車＝ 5 ～ 10％、ガソリンエンジン＝
25％、ディーゼルエンジン＝ 30.％、最新鋭の
火力発電所＝ 50 ～ 60％である（6）。

	 感覚的には、意外な程の効率の低さを感ずる。
b.	工場省エネ診断での事例発表では、（1）データ

の見える化と分析による、電力デマンドの有
効活用。（2）コンプレッサー負荷の最適化とし
て、吐出圧力調整等の実行。（3）設備保守管理
等による省エネ機能の維持・回復として、保
守管理による省エネ機能回復。（4）保温技術に
おける新技術（老朽対策）として、老朽保温
材に巻き付ける増し保温工法。等の発表がな
されている（7）。

	 工業塗装に限らず、工場の省エネ課題は本誌
の省エネ 1 ～ 3 の内容と共通点が多い。

	 このように「塗装以外の」情報収集に於いても、
熱効率が低く感ずる現実の状態や、比較的多

く取り上げるエネルギーの不十分な活用例も
見逃さず、省エネの効率向上や優先順位をよ
り十分に考える体制が必要であろう。
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news010.html
	（3）	https://enechange.jp/articles/power-factor-

discount#i
	（4） 	田沼和夫：電気料金の低減、省エネルギーの教科書、

（オーム社）、p. 48
	（5）	奥山岑長：塗膜硬化乾燥システムのための低減、「塗

装技術」、57、p. 93
	（6）	小原晴彦：セミナー資料「未利用熱エネルギーの

革新的活用技術研究開発」、p. 1、NEDO 未利用熱
エネルギーシンポジウム、2019 年 3 月 4 日

	（7）	秋山俊一：セミナー資料「省エネ診断から見える
省エネの課題」、3-1-1 ～ 3-2-2 項、NEDO 未利用熱
エネルギーシンポジウム、2019 年 3 月 4 日
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中小企業の IoT 化支援事業
地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター

トピックス

　地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
（都産技研）は、中小企業を対象に、産業技術に関す
る試験、研究、普及および技術支援等を行っている。
2018 年度から、新たに５年間の「中小企業の IoT 化
支援事業」を推進しており、中小企業の IoT 製品開
発、IoT システム開発を行うことを「IoT テストベッ
ド」、「公募型共同研究」、「東京都 IoT 研究会」「人材
育成」の 4 本柱を掲げている。現場での IoT の導入・
活用のための各種プログラムを展開し、IoT の啓発に
とどまらず「現場での実装」を目標としている。
　IoT（Internet of Things）とは、“モノのインターネッ
ト”と呼ばれ、あらゆるモノがインターネットにつな
がり、情報のやり取りを可能にすることを意味する。
例えば、工場では、センサが機械から稼働情報を収集
することで、遠隔制御や効率運転が可能となり、省人
化、エネルギーコスト削減が期待できる。

　都産技研は 2018 年 10 月 15 日、こうした活動の総
合支援拠点となる「IoT 支援サイト」を、臨海エリア
のテレコムセンタービル内に開設した（図１）。
　IoT テストベッドは、「IoT 展示エリア」、「システ
ム評価試験室」、「ハンズオン・テストスペース」で構
成される。「IoT 展示エリア」は、「スマート東京エリ
ア」、「IoT 基本技術習得エリア」、「IoT 体験・テスト
エリア」、「IoT 活用事例エリア」の５つのエリアがあ
る。
　IoT 基本技術習得エリアでは、IoT を４つの領域、
データの「収集」、「送信」、「蓄積」、「解析」に分けて
展示し、IoT の技術的要素をわかりやすく紹介してい
る。８つのセンサを（温度、照度、CO2 濃度など）稼
働させてデータを収集、グラフ化するライブ展示を行
うことで、現場での IoT 活用がイメージできる（図２）。
　IoT 体験・テストエリアでは、模擬生産ラインの稼
働状況を可視化するデモを、エッジとクラウドの仕組

図３図１

図２
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みの違いに分けて紹介している。エッジの仕組みでは、
小規模な工場がフリーソフトを活用して安価に DIY
で生産ラインを可視化できることを示している。クラ
ウドの仕組みでは、大規模な工場または複数拠点での
データ連携を想定し、実際のクラウドプラットフォー
ム上でデータを収集、可視化している（図３）。
　IoT 活用事例エリアでは、ポンプに設置した振動セ
ンサのデータを機械学習で解析し、効率的な設備診
断、故障検知・予防に繋げている事例紹介や、市販セ
ンサキットによる無人受付システムのデモを展示して
いる。
　システム評価試験室には４種類の試験機があり、有
線と無線の通信品質の評価を行う。上市前のIoT製品・
サービスを対象とし、10 Gbps 超の大容量データ転送
や無線の伝搬特定や妨害波耐性、波形・ノイズ評価、
サイバー攻撃耐性などを評価する。
　ハンズオン・テストスペースでは、都産技研の研究
員が IoT デバイスとクラウドをつなぐための実践的
な支援・アドバイスを行う。2019 年４月からは、実
際のクラウド環境を中小企業に開放し、「身の丈に合っ
た」クラウドシステム構築支援サービスを開始する予
定である。
　「公募型共同研究」では、中小企業の IoT 活用によ
る生産性の向上や、IoT 関連の製品開発を目指し、東
京都内の中小企業と都産技研が共同研究を行う。IoT
共同研究開発、IoT ソリューション研究、AI 活用実
証型研究などの分野で、１テーマにつき 500 万（１年）
～ 3000 万円（２年～３年）を上限として助成する。
　「東京都 IoT 研究会」では、2019 年２月末時点で製
造業やサービス業を中心に約 400 人が参加する。研究
会では、セミナーの開催やワーキンググループの活
動を通じた IoT に関する様々な情報収集・情報交換・
企業連携を目指している。現在、「現場で改善 IoT」、「観
光」、「製造業」、「農業」の４つのテーマでワーキング
グループが結成され活動している。
　「人材育成」では、中小企業で IoT を理解し活用
できる「IoT 人材」を創出・育成することを目指し、
IoT 活用に必要な知識を包括的に取得できる全４回の
講座を提供している。その他に、センサ、ソフトウェ

アタグを利用して簡単な IoT システムのプロトタイ
プ構築を体験するハンズオン講習会も開催している。

IPCO〔（一社）国際工業塗装高度化推進会議〕
で同所を訪問（事務局より）

　１月 29 日と３月 14 日に５月に開催される IPCO カ
ンファレンス及び部会の一つである IPCO Study で同
所を使用させていただき、１月 29 日には IoT 化支援
事業の説明と IoT テストベッドのご案内をいただき
ました。
　（地独）都立産業技術研究センター（都産技研）は
ゆりかもめ「テレコムセンター前」駅左側（豊洲に向
かって）ですが、同所は右側のテレコムセンタービル
東棟３階にあります。
　正式には同センター「プロジェクト事業推進部 IoT
開発セクター」で、都産技研の IoT の相談窓口となっ
ています。
　これから IoT を進められる企業や IoT を進めてい
る上でご不明の点がございましたらご相談されたらよ
ろしいかと思います。
　また、都産技研ノベーションハブで５月 10 日（金）
に第２回 IPCO カンファランスが「環境と IoT」とい
うテーマで行われます。ぜひともお越しいただければ
幸いです。

写真２　IoT テストベッドにて（説明を受ける IPCO メンバー）

写真１　IPCO Study 風景（同所多目的研修室にて）
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パウダー協として廃棄粉体リサイクル処理の今後の進め方について
事務局

環境

はじめに
　パウダー協としてこれまで廃棄粉体リサイクル処理
に関しては下記取組みを行ってきました。
①（株）小野運送店による特殊処理後のセメント会社
での活用
②ヤツイトレーディング（株）で境界杭製造での活用
　②に関しては 2015 年に取りやめとなり、同社も組
合を退会されました。
　それ以降、当組合としては廃棄分粉体塗料のリサイ
クル処理に関しては（株）小野運送店のみとなり他の
方法を捜していました。
　昨年末、ヤツイトレーディング（株）経由で（株）
大瀧商店の廃棄粉体塗料のリサイクル処理方法の紹介
が大阪支部の方にあり、事務局としても取り組んで参
りました。
　また、（株）大瀧商店には 2019 年３月 15日付で組
合にもご加入いただきました。
　ここで、（株）大瀧商店と（株）小野運送店のご紹介
と処理方法及び今後について報告致します。

1．（株）大瀧商店
①同社紹介
本社：〒649-6421
	 和歌山県紀の川市市田中馬場127-7
環境事業部：同　167-3，167-4　
事業内容：一般廃棄物処理業、産業廃棄物処理業、

製鋼用鎮静剤の製造販売、有価物売買
代表取締役：大瀧吉宏

②廃棄粉体リサイクル処理方法
　廃棄粉体塗料をフォーミング抑制剤に加工して製鉄
所の高炉に使用。
【フォーミング抑制剤とは】（粉体塗装研究会等での
（株）大瀧商店様資料より）
　高炉にて酸化鉄を 1500℃前後の温度で加熱し、酸
化鉄を熱分解することで鉄分を抽出し、鉄製品へと加
工されていきます。
　この鉄分を抽出する際に一酸化炭素の泡が発生し、
泡の層となって炉の中に溜まり、その泡を放置したま
ま製造を続けると、炉から泡の層がビールやコーラの
ように溢れ出してしまい、周辺施設に大きな損害が出
てしまうため、この泡を破壊するために、フォーミン

図１
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グ抑制剤が投入されます。
　泡の層を破壊するためには、泡の層に沈み込む比重
と、一酸化炭素の泡を破壊するための成分が含まれ、
尚且つ鉄製品に影響が出ないように銅や鉛、硫黄等の
重金属が入っていないことが要求されます。
　この一酸化炭素の泡を大きくし、破壊するための成
分が今回の粉体塗料にも含まれており、粉体塗料自体
の比重も高く、鉄製品に影響を及ぼす銅や鉛、硫黄分
等の重金属類が含まれていないため、他のフォーミ
ング抑制剤よりも加工の難易度は高いですが、焼却や
埋立でも処理困難物として扱われる粉体塗料を当社で
フォーミング抑制剤に加工し、有効活用していこうと
考えました。
　また、使用後に発生する残渣についても、スラグ製
品として様々な商品に加工され、使用されるため、使
用後も埋立地に行くことはありません。
　このリサイクル方法は一つの高炉で 500-700 t/ 月の
廃棄粉体塗料を処理することができます。年間で最
低でも 6000 t 必要であり、粉体塗料の年間販売量約 5
万 tの約 1/10 となりこれだけ廃棄粉体塗料が出ても

らっても困る量です。
　図１の左は加工して出荷されるまで、右は製鋼所に
て使用後の流れです。
　高炉スラグから生じるものは路盤材やコンクリート
用骨材、地盤改良用などに使用されます。粉体塗料だ
けの場合は肥料用として使用できるとのことです（大
瀧社長談）。
　このように、量としても、使用方法としても長続き
しそうな方法であり、当組合としても組合に加入いた
だき推進して行くことに致しました。

２．（株）小野運送店
①同社紹介
〒140-0004　品川区南品川 4-2-33
事業内容：運輸事業、倉庫事業、産業廃棄物処理
代表取締役：小野正彦　担当：部長　里吉正人

②廃棄粉体リサイクル処理方法
　粉体塗料と廃塗料を混ぜ粒状化剤を使用（図２）
　最後にさらさらになったものは、セメントの原料と
してリサイクル工場に運ばれ使用されます。

図２
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3．パウダー協として今後の二社支援に関して
①	（株）小野運送店での処理方法は量的に少ないので、
これまで通り進める分と（株）小野運送店としての
運送業の強みから東地区の廃粉体塗料を収集して
（株）大瀧商店の方に送付する方法を構築します（現
在２社にて検討中）。

②	（株）小野運送店における処理方法によりさらさら
になった物質のフォーミング材への使用の可否の
検討（現在検討中）

　当面、パウダー協としては情報提供、宣伝等により
廃棄粉体塗料の収集活動の援助を行うと共に今後の進
め方に協力して行く予定です。
　粉体塗料を取り扱う方達のご援助・ご協力よろしく
お願い致します。
　銅、鉛、硫黄等の重金属に注意が必要ですが、原料
粉体やその他の粉体、プラスティック等も可能だと思
うので今後に期待致します。
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第28回神奈川工業塗装まつり／塗装技能コンクール
事務局

トピックス

　今年も神奈川県工業塗装協同組合（理事長　堀切義
昭）主催で、東京工業塗装協同組合と埼玉工業塗装協
同組合が共催の第 28回神奈川工業塗装まつりと塗装
技能コンクール・工業塗装マイスター表彰式（まつり
とは別途開催）に昨年に続き見学及び参加させていた
だきました。

１．神奈川工業塗装まつり‐塗装技能コンクー
ル作品等展示

　毎年２月に工業塗装に従事するものの技術・技能
の向上を目的として開催されています。今年も２月
23日（土）～ 24日（日）に横浜新都市ビル９階セン
タープラザ（そごう横浜店）にて行われ、第一回目は
1992（平成４）年で今年は 28回目となります。

写真１　塗装技能コンクール作品 写真２　会場風景（当日終わりの時間帯）

写真３　カーリング・瓢箪作品展示物や工業塗装品展示物
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　会場では主催・共催団体の会員会社から出品された
作品が多数展示され、優秀作品には神奈川県知事や横
浜市長、川崎市長他後援団体の賞及び主催・共催団体
の長らの賞が贈られています（別途３月 22日に横浜
駅近くのキャメロットジャパン５階ジュビリーⅢにて
表彰式が行われました）。
　2011（平成 23）年に初めて見学して以来これまで
今回含めて7回目になりますが、年々見栄え、テクニッ
ク共々アップしているのが分ります。このため、二日
合計 11時間の展示で、昨年 1300人の来場者が今年は
2500人とほぼ倍増したと伺っています。
　技能コンクール作品は「指定作品」と「自由作品」
があり、その中から特別賞、優秀賞、奨励賞の各選考
作品が展示されていました。他に瓢箪や人形（ドラえ
もん等）に塗装を施した芸術品ともいえる特殊な作品
やビンに塗装をした一輪挿等が飾られていました。
　来年も行われます。横浜駅からすぐの所ですのでぜ
ひともどうぞ！

２．第27回工業塗装まつり／塗装技能コン
クール・工業塗装マイスター表彰式

　３月22日（金）午後６時から、ホテル横浜キャメロッ
トジャパンにおいて第 28回工業塗装まつり／塗装技
能コンクール表彰式及び神奈川県工業塗装協同組合マ
イスター表彰式が開催され今年も参加致しました。表
彰式には主催・共催組合関係者のほか、神奈川県、横
浜市等の後援団体、協力会社等多数の方が参加されて
いました。
　以下は、主催者内容です。
　表彰式は主催者である神奈川工業塗装協同組合の堀
切理事長の挨拶があり、次いで表彰に移りました。第
一部の塗装技能コンクール表彰式においては、特別賞
13名、優秀賞 10名、優秀作品賞等 13名の合計 36名
が表彰されました。
　第二部では卓越した工業塗装技術・技能をもって永
年にわたり塗装技能コンクールに貢献された第一塗装
工業（株）の高瀬則幸氏が神奈川県工業塗装協同組合
マイスターとして認定され、表彰を受けられました（昨
年からの認定制度で高瀬様は２人目です）。
　表彰後、ご来賓の方々のご祝辞の後、次いで恒例の
塗装技能コンクール審査委員の水沼高志氏の講評、懇
親会に移り、午後８時盛会裡に閉宴となりました。
　ちなみに
神奈川県知事賞	 第一塗装工業（株）	 高瀬　則幸氏
横浜市長賞	 第一塗装工業（株）	 菅谷　正和氏
川崎市長賞	 （有）西浦塗装工業所	 西浦裕次郎氏
他特別賞　計 13件でした。

写真６　表彰会場風景

写真４　堀切理事長挨拶

写真５　来賓挨拶（高橋工塗連会長・PD協監事）
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１．２０１８年（平成３０年）度を振り返って 

 ２０１９年（平成３１年）４月１日から２０１９年（平成３１年）度が始まったかと思ったら、この号を

発刊する４月２１日から１０日後には平成３１年は終わり新元号の  になります。やっと決ま

った感が有りますね！皆様新元号はいかがですか。お気に召したでしょうか！ 

 ２０１８年度を少しだけ振り返ってみると、気候・自然災害面では、史上最速の関東の梅雨

明け、猛暑・激暑、地震（大阪北部、北海道胆振東等）、エルニーニョ現象によるものか暖冬

（三浦大根なんかは生育が良すぎて廃棄処分が多くなったりと異常が多々出ている）等が 

ございました。 

スポーツでは大リーグの大谷選手、テニスの大坂選手の活躍が大変目立ちましたが、ス

ケートフィギュア、卓球、バトミントン等大変層が厚くなってきた感があります。東京オリンピ

ックに向けて今後の活躍が楽しみです。逆に、相撲やアメフト、レスリング、ボクシング、体操

界では残念な話題が多かったですね。 

政治の世界では、国の健全運営を論ずるよりも、不正、不祥事、失言といったことへの互

いの足の引っ張り合い状態が現在も続いております。不祥事でも「統計問題」は協会事務

をやっている上で良く統計データを使用するのですが残念です。日本の統計データは信

用性が結構あったのですがお隣の国のことを言えなくなりました。 

今年度最後の方（２月２７－８日）で米朝首脳会談がハノイで行われ物別れに終わりまし

たが今後どうなるでしょうか。 

まあ結構なことが多々有りました。このくらいにしておきます。 

 我々が携わる塗料・塗装業界の一つの指標となる経産統計データ２０１８年（暦年）が２月

に公表されましたのでこの中からいつもの様に全塗料・粉体塗料の生産量及び販売量につ

いて報告させていただきます。 

（2013 年-2018 年粉体塗料生産量及び販売量、全塗料の生産量及び販売量、シンナー生産

量及び販売量、シンナー抜きの全塗料生産量及び販売量データは番外として冊子の最後

に参考１として入れていますのでご覧下さい） 

全塗料（シンナー含）生産量は２００８年のリーマンショック以前は１９０万トン前後で推移、リ

ーマンショックで２００９年は約１５０万トンまで減少、その後１６０万トン台で推移、２０１８年は対

前年比で９８．８％とほぼ年間１６５万トンペースです。（グラフ１及び番外の表を参照） 

その様な中、粉体塗料はリーマンショック前まで３万トン超あった生産量がリーマンショッ

クで２．６万トンまで減少、その後は２０１１年の東北大震災も乗り越え徐々に増加して２０１４年

には過去最高の３．７８万トンまで増加。２０１８年は対前年比１０６．７％と健闘しましたが、２０１４

年には若干及びませんでした。（グラフ１及び番外の表を参照） 

☆２０１４年当時は発注から納入まで最悪３－４ヵ月という話も伺ったことがありますが、 

組 合 便 り  
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２０１８年は遅れ気味は確かですが２０１４年よりは良くなっている感はあるようです。 

塗料販売量から見ると、全塗料はリーマンショック前までは２００万トン前後で推移、リーマ

ンショックで１６４万トンまで減少、その後１７０万トン前後で推移し、２０１５年以降は１７５万トンを

超え、２０１８年は対前年比１００．１％とほぼ１８０万トン弱のペースを維持し続けています。（グ

ラフ２及び番外の表を参照） 

粉体塗料はリーマンショックまで３．７－４万トンで推移していたが、リーマンショックで３．１

万トンまで減少、その後徐々に増加して２０１５年は４．７７万トンと過去最高であった。２０１８年

は対前年比１０５．２％と過去最高を更新しましたが、５万トン超えは持ち越されました。（グラ

フ２及び番外の表を参照） 

全塗料的には増えない中、粉体塗料は環境に優しい塗料として健闘、今後も溶剤系塗料

からの切り替えで水性樹脂系塗料と共に増加して行くものと考えます。 

 番外の表をご覧になっていただければわかるのですが、シンナーの生産量・販売量が耐

前年比１０１．６，１０１．５％とそれぞれわずかですが増加しています。これに伴いシンナー抜き

の全塗料は対前年比で生産量９７．７％、販売量９９．５％となってしまいます。 

☆環境面を考えるとシンナーが増えるというのはいかがなもんでしょうかね！ 

 中国及び欧州は環境規制が大変厳しくなっており、粉体塗料や水性塗料の方にシフトが 

進んでいます。日本は環境規制が厳しくなった様でまだまだの状況です。中国・欧州におけ

る粉体塗装及び技術が日本よりずっと先に先に行ってしまうのではないか心配です。 

 

 
                   （折線：全塗料 棒：粉体塗料） 
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グラフ１：粉体塗料生産量と全塗料生産量の推移 暦年（万トン） 
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（折線：全塗料 棒：粉体塗料） 

生産量と販売量の差 （トン） 

   

  ☆ Ｈ２７より差が約倍増、以降１２０００ｔ付近で推移。 
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グラフ２：粉体塗料販売量と全塗料販売量の推移 暦年（万トン） 



25 
 

２．２０１９年（平成 3１年）１月－３月の主な組合活動報告 

（日本パウダーコーティング協同組合活動報告） 

１） １月２３日 パウダー協第９４回理事会及び２０１９年（平成３１年）賀詞交歓会 

  経済産業省 町田課長補佐様、全国中小企業団体中央会 佐久間事務局次長様他 

２１名のゲストをお迎えし、総員７３名で行われました。 

    

    年賀の挨拶をされる渡邊理事長             会場風景（挨拶中） 

 

  ２） １月２０日 パウダーコーティング誌２０１９年新年号を発刊。 

    巻頭言     新年のご挨拶  ＩＰＣＯ 理事長 窪井 要氏 

        省エネ（２）  カワイＥＭＩ 代表（ＰＣ誌編集委員長）  河合 宏紀氏   

    海外便り   中国の工業用塗装に影響を及ぼす環境規制 

      日本ペイント・インダストリアルコーティングス㈱（ＮＰＩＵ）部長 中村 卓志氏他 

   ３) ２月２６日 粉体塗装研究会 ２０１９（平成３１）年第一回目セミナー ５３名 

    １．基礎講座 「流動浸漬塗装」 ２．ノードソン㈱の塗装機とシステム（仮題） 

    ３．廃棄粉体塗料のリサイクルに関して 

  ４） その他組合関係 

   ① １ 月１０日 ＪＡＰＣＡ Ｒｏｏｋｉｅｓ第２回会合＆新年会（東京） １１名 

   ② ３月１１日 ヤマトプロテック㈱研究所訪問（茨城）  

   ③ ３月１２日 第１回海外研修ツアー幹事会  

   ④ ３月１３日 クオリコート委員会（軽金属製品協会にて）  

   ５） 関係団体・関係会社等の総会・セミナー等 

   １月 

       ① ８ 日  一社）日本塗料工業会 賀詞交歓会 

    ② ８ 日 中部賀詞交歓会（名古屋） 写真有り 

    ③ １７日  スマート工場ＥＸＰＯ（㈱ヒバラコーポレーション様他出展）  

    ④ ２１日  外国人受け入れ説明会第２回目 （経産省） 
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    ⑤ ２９日 ＩＰＣＯカンファランス準備及びＩＰＣＯ Ｓｔｕｄｙ（都産研にて） 

    ⑥ ３１日  ＡＳＴＥＣ （ビックサイト） 

      ２月  

① ８ 日  ㈱板通賀詞交歓会 

    ② １４日  ＩＰＣＯ 理事会(高橋理事出席) 高橋理事はＩＰＣＯ副理事長 

    ③ 14 日 旭サナック㈱ＵＴＳセミナー（東京会場） 

    ④ １５日 東京工業塗装協同組合賀詞交歓会  

    ⑤ ２３日 神奈川工業塗装まつり（神奈川工業塗装協同組合主催、横浜にて） 

   ３月 

    ① １ 日  ものづくり大学勉強会及びＡＢＡ総会（大宮にて） 写真有り 

       ② １１日  ヤマトプロテック㈱中央研究所を臨時実験会にて訪問  

    ③ １３日 クオリコート委員会（軽金協にて） 

    ④ １４日 ＩＰＣＯ Ｓｔｕｄｙ（塗料報知にて） 

    ⑤ ２２日  神奈川工業塗装まつり表彰式（横浜にて）   

         ＊ ＩＰＣＯ 一社）国際工業塗装高度化推進会議  

             ＊ ＡＢＡ アルミニウム合金材料工場塗装工業会 

  ２０１９中部賀詞交歓会 

   

       来賓紹介にて        抽選にあたった㈱桂精機製作所萩原氏と会場風景 

  

 ◇ 組合員入退会 

   ・ ご入会 

 株式会社大瀧商店 649-6421 和歌山県紀の川市田中馬場 127-7 

          TEL: 0736-77-7449 FAX: 0736-77-7549  

               代表者 代表取締役 大瀧 吉宏氏  3/25 付 

          大阪（関西）支部  廃棄物処理業   

・ ご退会 

 オーエム工業株式会社  大阪（関西）支部  ３/３１付 
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  ◇ 会員企業名の変更 

日鉄住金防蝕株式会社 ⇒ 日鉄防食株式会社  4/1 より 

  IPPON STEEL ANTI-CORROSION CO.,Ltd.  https://acc.nipponsteel.com/ 

 ちなみに、新日鐵住金㈱ ⇒ 日本製鉄㈱に４/１より変更 

 

３．消化設備実験会にてヤマトプロテック㈱中央研究所を訪問 

  2019 年 3 月 12 日午後、茨城県稲敷郡河内町にあるヤマトプロテック㈱中央研究所を 

 訪問させていただき、各種消火設備の実験会に参加させていただきました。 

 同研究所は成田から竜ヶ崎、江戸崎に向かう長豊街道沿いにあるＹのマークのある瀟洒 

な建物が目印です。 

① 同社との接点 ： 

 2016 年 11 月に当協会海外視察研修をベトナム・ホーチミンで実施した時に同社ベトナ 

ム工場（ＹＰＶＮ）を訪問・見学させていただきました。  

    

② 今回の実験会に関して（写真撮影は禁止でしたので内容はホームページ関係アドレス

にてご確認下さい） 

 ⅰ） マイクロフォグ消火試験（試験は通常のスプリンクラーと比較にて実施） 

   バットの中に実際にシンナーを入れ、火を点けた状況で、スプリンクラーとマイク 

ロフォグによる消火試験が行われた。スプリンクラーの水では火が消えず逆に火 

の手が強くなる状況でした。マイクロフォグによる消火は同じ水を使用するのに、 

それもスプリンクラーで使用する 1/10 程度の水で消火したのには驚きました。 

マイクロフォグ侮れませんね。（水蒸気により酸素の供給を遮断し、冷却して消火 

するシステムとのことです） 

https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/microfog/ 

（取付けの場合は、船舶以外は法令設備を備え付けた上での自主設備としての活 

用が必要） 

ⅱ） 泡消火設備・開放型ヘッドによる消火試験 

  スプリンクラーのノズルに付けた開放型ヘッドの使用による泡消火でこれも実際 

にシンナーに火を点火しての試験でしたが、泡が燃焼面を覆う窒息効果で良く消 

https://acc.nipponsteel.com/
https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/microfog/
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えることがわかりました。消防ポンプによる泡消火の時と同じ原理なのでこれは 

良く理解できました。 

https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/foam/ 

  ⅲ） エアロゾル消火装置によるＫ/ＳＭＯＫＥ消火試験 

    エアロゾル ： コロイドの一種で、気体の中に微粒子が多数浮かんだ状態を指

し、要は煙とのこと。 

    昨年 9 月に上市された新商品で、小規模な密閉空間の消火装置として最適との

ことで、環境にも人にも安全とのことです。 

    実際に密閉された小規模空間の中で消火実験が行われたが結構な速さで消火 

    されたのにはびっくりさせられました。 

    詳しい内容は下記からご覧いただければと思います。 

    https://www.yamatoprotec.co.jp/news/52177/     

https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/KSM-100NB/46652/ 

 ☆スプリンクラーを含む同社消火設備等につきましては下記アドレスからご覧ください。 

   https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/ 

 

          

                       ヤマトプロテック㈱研究所玄関口にて 

 

 

 

 

 

https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/foam/
https://www.yamatoprotec.co.jp/news/52177/
https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/KSM-100NB/46652/
https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「桜と甲斐駒ヶ岳」
　JR中央線の穴山から小淵沢にかけて桜の時期は、山
と桜をテーマとした被写体は豊富です。最良の桜の状
態と、また山を絡めて撮影するのは天候に左右されて
なかなか思うようには行きません。この時もすでに桜
は散り始めていましたが、盛りを過ぎた白い花弁と
散った後の赤いがく弁の桜はなんとは無く色っぽく感
じました。



 
 

 
 
       
   
場所 ： 福岡県飯塚市幸袋３００  という飯塚市からも少し離れた田舎田舎した所です。

（古くは嘉穂郡幸袋町でしたが１９６３年に合併して飯塚市の一部となりまし

た）  実は事務局である小生の家がある所で、ここから歩いて１０分かかり

ません） 

 
今年の２月の３連休に福岡の方に帰省した折に、初めて同所を訪問致しました。あまりに

も近すぎて見慣れており訪問する機会を逸しておりました。 
この様な古き建物にご興味ある方は田舎で大変不便な所ですが、福岡を訪ねた折にどうぞ

足を延ばしてはいかがでしょうか！写真はその時に撮影したものです。 
当日は飯塚雛（ひいな）のまつりで「圧巻！炭鉱王の座敷雛」として飾り付けされてまし

た。（今年は２/２～３/２６） 
 
【旧伊藤伝右衛門邸】 

 旧伊藤伝右衛門邸は、筑豊の炭鉱王と呼ばれた伊藤伝右衛門と歌人柳原白蓮が過ごした邸

宅です。（ご存知の様に白蓮は大正天皇の従妹にあたります） 

アールヌーヴォー調のマントルピース、イギリス製のひし形のステンドグラスのある応接間、一畳

たたみを敷き詰めた長い廊下等様々な芸術的技法を取り入れ、伊藤伝右衛門が妻白蓮の為に

と改築を続けた歴史的建造物です。 

 この建物は彼の死後一度売却され、数年前には取り壊しなどの方針も検討されておりました

が、文化遺産として存続を求める飯塚市民の署名運動などによって飯塚市に譲渡が決まり、1

年余りの補修を経て、現在一般公開されています。 

 伊藤伝右衛門は明治、大正、昭和にかけて当時石炭エネルギー供給地日本一の場所であっ

た筑豊地域で「筑豊御三家」と呼ばれた麻生、貝島、安川に続いた炭鉱王でした。 
この大邸宅は新飯塚駅から遠賀川沿いに北上した長崎街道沿いに位置しており、日本庭園に 

面して４つの棟と３つの土蔵からなる、まるで御殿のような豪華さを放っています。敷地面積は 

約 7570平方メートル、建物延床面積約 1020 平方メートルです。 

 

また、飯塚市には大正１０年にできた嘉穂劇場（当時は㈱中座で昭和６年に嘉穂劇場とし

て再建）があります。ここでは「猫たちの雛祭り」が行われてました。歌舞伎や全国座長 
さん達の中では有名な場所です。飯塚は福岡市、北九州市、久留米市に次ぐ人口４番目の

町ですが田舎です！炭鉱華やかな時期は羽振りが良かったのですがね。私が田舎に戻りま

した折にはぜひともお寄りください。 

番外（地方歩き）  



 
 

  
      旧伝右衛門邸表門付近              玄関入り口付近 

  

     マントルピースのある応接室            座敷雛【平安の夢】 

  

        廊下の吊るし雛                庭から見た母屋 

  

           庭            近隣（5km 程度）の嘉穂劇場（飯塚市飯塚 5-23） 

【嘉穂劇場】  1 階席 450 - 800 名; 2 階席 300 - 400 名 約 1,200 人 
       建物は国の登録有形文化財 Kaho Theater. 
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